








研究目的 

胎児監視システムについては今日まで数多くの方法が報告されているけれども,そのいず

れを実地医家の診療指針としてとりあげるのが良いか,決定されていない。 

そこで今回種々の方法の優劣をくらべ,取捨選択して確定的なものを作ることを目的とし

た。 


